
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 1 3 1 6 回  通 常 例 会 報 告 

ゲストの入場            会員・接待委員長  Ｌ高間 敏宏 

開会ゴング   会 長 Ｌ藤田 宜良 

国旗に礼 

国歌斉唱・ライオンズクラブの歌 斉唱 

ゲスト・ビジターの紹介  幹 事 Ｌ伊藤 宏幸 

ﾘﾚｰ・ﾌｫｰ・ﾗｲﾌ岐阜 実行委員会事務局長 横山 光恒様 

 

会長あいさつ   会 長 Ｌ藤田 宜良 

 

教育・市民委員会事業 教育・市民委員会副委員長 Ｌ村瀬 宗男 

 ボーイスカウトへの支援金贈呈 

  日本ボーイスカウト岐阜市協議会 会長 川田基弘様 

              食事懇談 

保健委員会事業         保健委員会委員長 Ｌ長谷川正 

講演 

 演題 『がんと共に生きる』 

 講師 ﾘﾚｰ・ﾌｫｰ・ﾗｲﾌ岐阜 実行委員会事務局長 横山 光恒様 

 

ＴＴ登場            Ｔ Ｔ Ｌ安原 勝文 

委員会報告 

幹事報告    幹 事 Ｌ伊藤 宏幸 

会計報告    会 計 Ｌ後藤 正 

出席報告         出席委員会 

次回例会のご案内(2 月 7 日 節分例会 伊奈波神社) 

また会う日まで 

閉会ゴング   会 長 Ｌ藤田 宜良 

ｹﾞｽﾄの退場              会員・接待委員長 L 高間 敏宏 

奉仕の世界は熱い情熱と固い絆から 

蘇れ日本！！永久に繋ごう 絆と奉仕 

1. 友情と理解を深めクラブの絆を図ろう 

2. 効率的なクラブ運営と、奉仕活動に参加しよう 

3. 結成 55 周年記念会を成功させよう 

 今日１月１７日は１８年前阪神淡路大震災がおきた日です。

まだ仮設住宅で生活されている方がいる現状です。 

そして一昨年の東日本大震災がまるで昨日の事のように 

思い起こされる日々です。 

 今日の講師のﾘﾚｰ・ﾌｫｰ・ﾗｲﾌ岐阜 実行委員会事務局長の

横山光恒様は自らがガン患者であり、ガンと共に生きる姿は

生命の尊さを感じます。. 

 皆様には、今日のお話を聞き、今日生きているありがたさを

感じてほしいと思います。 

会長  Ｌ藤田 宜良

2013 年 1 月 17 日 12:15～  岐阜会館

司会 ： L.洞口隆英



 

 ◎ボーイスカウトへの支援金贈呈          教育・市民委員会事業 教育・市民委員会副委員長 Ｌ村瀬 宗男 

 

  日本ボーイスカウト岐阜市協議会  

                  会長 川田 基弘 様 

 

 毎年、ボーイスカウトに支援金を贈呈していただき、誠にありがとうございます。 

 大切に使わせていただき、青少年の健全な育成に貢献してまいります。 

  

 

◎講  演       保健委員会事業  保健委員会委員長 Ｌ長谷川正 

  演題 『がんと共に生きる』 

                  講師  ﾘﾚｰ・ﾌｫｰ・ﾗｲﾌ岐阜 実行委員会事務局長 横山 光恒 様 

  

『プロフィール』 

 横山 光恒 （よこやま みつのぶ） 

 ４３歳 各務原市在住  

 ２００５年ユーイング肉腫（PNET、５年後の生存率 20％）を発症し、連

続３００日に渡り、抗がん剤、放射線、手術による治療を行ってきました。

２００６年１０月職場復帰しましたが、がんを理由に降格となり、不況も重

なり退職勧奨を受け退職、後遺症と転移再発の不安を抱えながらも、治

療後５年を迎えました。 

 自らのがん経験から、がん患者支援活動を行っています。 

 現在、岐阜県からピアサポート育成事業の委託を請け、開講に向けた準備を行っています。また、リレーライフ中部実行委員長（２

００９年）、リレーライフ岐阜実行委員会事務局長（２０１２年）、NPO 法人がんサポートセンター（岐阜）副理事長、日本対がん協会リレ

ーフォーライフ全国実施事務局員をしています。 

○がん患者になって感じたこと 

 がん患者の 92％、死亡者 97％が５０歳以上の年齢層が占めています。検診が必要で医療の飛躍的進歩によって生存確率が高く

なっています。ぜひ検診を受けるようにしてください。 

○がんになった時の不安として 

・ 生活の不安 

・ 治療費や生活費の心配 

・ 治療法、痛み、 

・ 転移や再発の心配 

・ 孤独 

が、上げられます。 

 そんな気持ちの時に出会ったのが、リレーフォーライフでした。 

 



○リレーフォーライフの歴史 

 世界での始まり 

 １９８５年、アメリカ対がん協会のゴルディクラフト医師がグランドを走り研究費を募った事が始まりで、世界中に広がっています。 

 日本では、２００６年に茨城県つくば市でトライアルとして開催されました。 

○リレーフォーライフとは 

 がん患者支援への意識向上を目指し、がんに対する社会の認識を変え、ボランティアの方々が医療者と患者、家族の連携や主役

であるサバイバーを大切にして勇気を称える事を目標に、患者支援を目的にした寄付プログラムで寄付されたお金を世界の患者支

援に送っています。 

 詳しくはホームページを見て賛同していただけると、大変ありがたく思います。 

 

 
 
                  TT Ｌ安原勝文   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 

 

 世界で一番名字の多い国は 

  米国 約１５０万 

  日本 約 ２８万 

  中国 約 4000 王、李、張、劉、陳 

  韓国    274 金、李、朴、催、８親等までの婚姻不可 

 日本における珍しい名字 

 薬代 （みない）    一 （にのまえ） 

  五六 （ふのぼり）   十 （つなし） 

  日月 （たちもり）   小鳥遊 （たかなし） 

  四十物 （あいもり）  月見里 （やまなし） 

1．１月 1８日 9：00～12：00 

おもちの会 岐阜市立岐阜特別支援学校 

2．１月 21 日 17：00 より 

第二回ガバナー諮問委員会 かわらや 

3．１月 20 日 9：00 より 

献血活動 マーサ２１ 

4．１月 24 日 14：00 より 

岐阜長良川 LC 合同例会打ち合わせ事務局 

5．１月 24 日 18：30 より 

第二回５５周年記念会記念誌委員会 岐阜会館 

6．１月 30 日 9：30 より 

ゴルフ部 部会 各務原ＣＣ 

7．2 月 1 日 11：00～14：00 

岐阜中央 LC１０周年記念会 ｴﾙ･ｱﾘｰｳﾞｫ 

『エコキャップ運動』 

現在までの累計 １，４９７，８０９個 

ワクチン＝1850.3 人分 CO２＝11656.7 ㎏ 

今期の累計 ４１５，４１３個 

ワクチン＝497.3 人分 CO２＝3132.7 ㎏ 

             （１２／２８受付） 

『献血協力者』 

 累計９１，４７４名（１２月末付） 

『ライオンズレート』 

 1 月・・・1US ドル＝85 円 

● Ｌ.福村善光 

 親にもらった美顔を言葉にはだせねど、内心自慢しており

ましたところ、10 年前から神経痛で顔に激痛がはしり、心身

とも萎縮しておりましたが、1 か月ほど前より痛みがなくなり

ました。 

 無上の喜びとして。                ・・・10,000 円 



                           

1． 第 59 回 地区年次大会事務局開局について 

 〒509-0203 岐阜県可児市下恵土 5166-1 可児市総合会館文室内 

 ライオンズクラブ国際協会 334-B 地区 第 59 回年次大会事務局 

   TEL 0574-42-9557  FAX 0574-42-9558 

    eMail 334-b.cb@lions-kani.jp 

 

２． .次期キャビネット準備事務局開局について 

 〒516-0037 三重県伊勢市岩渕 1 丁目 7-17 伊勢商工会議所 5 階 

ライオンズクラブ国際協会 334-B 地区次期キャビネット準備事   

務局 

（ホストクラブ：4R2Z 伊勢ライオンズクラブ） 

   TEL 0596-65-7030  FAX 0596-65-7031 

    eMail lc334b-ise@iris.ocn.ne.jp 

正会員 80 名  出席 71 名 

出席率 88.75 %  前回の補正 96.8% 

ファイン ＆ ドネーション  82，500 円 

会計 Ｌ後藤 正


